
 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2020 年度第 1 四半期決算が 

7 月 30 日に発表されました。 

 

 7 月 31 日の日経新聞でも「ＪＲ東 最大の赤字 

1553 億円」と掲載され、他紙でも赤字について取 

り上げられています。 
  

 コロナ禍による減収は、私たちの雇用問題にも 

大きく係わる重要な問題です。私たちは現実から 

目を背けることなく、取り巻く情勢を見定めて行 

動していかなければなりません。 
 

職場討議資料「ＪＲ東日本が直面する雇用の危 

機から目を逸らさず雇用を守る休業指定を労使で 

創り上げよう！」を活用し、雇用について、働き 

方について職場からの議論をつ 

くり出していきましょう。 
 

併せて、組合員の雇用と利益を 

守る労働組合の重要性は何かを 

議論しましょう。労働組合は、団 

体交渉等を行い労働協約を締結 

することができます。その意義に 

ついて議論を深め、労働組合の必 

要性を多くの仲間に伝えましょ 

う。 
 

そして「最大の赤字」と言われ 

ている現状をいかに乗り越えて、 

企業を存続させ、私たちの雇用を 

守っていくのか、ＪＲ東労組とし 

て議論をつくり出していきまし 

ょう！ 

 
 

 
JR 東労組ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ 

2020 年 7 月 31 日 日経新聞 

 


